
書式第 8号 (法第 10条・第 25条関係)

設立・定款変更用

令和 5年度 事 業 計 画 書

生菫星 壺鯉重墜 iz生塾 三左菱 L主型 L墜 ビ≧
1 事業実施の方針
令和 5年度は都内 23区の小中学校を主な活動場所として事業を展開する。プログラミング体験教室

の運営事業を通して、プログラミングが出来るようになるということだけでなく、課題を自分で解決で

きる力、工夫し創造する力を持つ人材を育成すると同時に、コンピューターやインターネットを中心と

したメディアに対する正しい知識を習得することで、情報化社会の発展と子どもの健全育成に寄与す

ることを実施方針とする。また、プログラミング教材を販売することにより、教室に参加できない子ど

もたちにもその機会を提供する。

2 事業の実施に関する事項
V  (1)特 定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【1,676】 千円 )
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も向けプログラミング

体験教室を開催する。

プログラミングコンテ
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4月 から翌年
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都
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が、プログラミングの活

動を通して、情報技術ヘ

の興味関心を高めると

共に、自発的に課題や目

標を立て問題を解決す

る力を身につけ、現在取

り巻 く環境や将来に対

しての選択肢のひ とつ

となれるような、プログ

ラミング教材の開発を

行う。

また、教室に来るのが困

難な子 どもに対 しても
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10001名 352



にふれる機会が持てる

ようにし、自ら考え、学

び、新しい能力を獲得し

成長・発達していく過程

を楽しめるよう、教材の

販売を行う。

V
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書式第 8号 (法第 10条・第 25条関係)

設立・定款変更用

令和 6年度 事 業 計 画 書

壁菫星 型墜星塗L生塾 三∠三堕 三主主型 ≧墜 塗

1 事業実施の方針
令和 6年度は都内 23区の小中学校を主な活動場所として事業を展開する。プログラミング体験教室

の運営事業を通して、プログラミングが出来るようになるということだけでなく、課題を自分で解決で

きる力、工夫し創造する力を持つ人材を育成すると同時に、コンピューターやインターネットを中心と

したメディアに対する正しい知識を習得することで、情報化社会の発展と子どもの健全育成に寄与す

ることを実施方針とする。また、プログラミング教材を販売することにより教室に参加できない子ども

たちにもその機会を提供する。

2 事業の実施に関する事項
ν   (1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【1,676】 千円 )
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書式第 9号 (法第 10条 。第 25条関係)

令和5年度 活動予算書 (その他事業が上登場合)
設立・定款変更用

こどもプログラミング普及委員会
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書式第 9号 (法第 10条 。第 25条関係)

令和6年度 活動予
設立・定款変更用

算書 (その他事業が上墜場合)
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